
令和６年６月定例会 一般質問 
令和６年６月 19日（水） 

  

 質問者 質 問 項 目 ・ 要 旨 

１ 
遠藤 幸徳 

（民政クラブ） 

１．水産行政について 

・水産行政に対する基本的政策について 

・釜石市魚市場の現状と課題について 

・市内３漁協の合併について 

２．生活環境行政について 

・買い物弱者の現状と課題について 

２ 
山﨑 長栄 

（公明党） 

１．人口減少と少子化について。 

・目指すべき社会をどのように描き構築されるのか。 

・人口減少に抗い止められなかった理由は何か。 

・働き方に関する男女間の格差に対する所見は。 

・若年就労層に対する政策的支援は。 

２．新型コロナ感染症の後遺症の現状と課題について。 

 ・基本的な感染対策の継続した啓蒙について 

３ 
井筒 健太郎 

（創政会） 

１．教育行政について 

・学力向上に向け、新たにどのような取組を行っているか。 

・小中学校における学校規模の適正化・適正配置についての進捗状況と今後の

スケジュールは。 

・教育 DXについて、これまでの取組内容と具体的な成果は。 

２．学童育成クラブの現状と課題について 

・共働き世帯の増加等により学童育成クラブの需要が高まっている。人数が多

い学童育成クラブの環境整備はどうなっているか。 

３．公園等の整備について 

・仮設住宅撤去後の公園が遊具の設置もなくそのままの状態である。今後の整

備予定は。 

４ 
工藤 聡一郎 

（令和クラブ） 

１．再生可能エネルギーについて 

・不要となった太陽光発電設備について当市の場合どのように廃棄処理され

ているか。また、不要となった同設備の放置を防ぐための対策を市として行

っているのか。 

・太陽光発電施設での盗難や火災を防ぐために市として啓発を行っているか。 

・再生可能エネルギー発電設備の規制条例を制定すべきではないか。 

２．教育行政について 

・市内小規模校への「小規模特認校制度」の導入を検討しているか。 

・学校統廃合後の空き校舎に「学びの多様化学校」の設置を検討してはどう

か。 

・市内小中学校の教科書採択の選定基準は。 



令和６年６月定例会 一般質問 
令和６年６月 20日（木） 

 質 問 者 質 問 項 目 ・ 要 旨 

１ 
佐藤 憲弘 

（民政クラブ） 

１．土地の造成の必要性について 

 ・当市の企業誘致用地、宅地用地について土地の造成の必要性についての考え

は。  

・浸水区域内の当市所有の空き地の活用予定は。 

２．大平墓園内への合葬墓の整備について 

 ・大平墓園の申し込み需要は。 

・使用者と連絡が途絶えた時の対応は。 

・当市での身寄りのない方の孤独死の件数は。 

・大平墓園の需要と孤独死される方の今後の推移によっては合葬墓の整備が

必要と思われるが見解は。 

２ 
細田 孝子 

（公明党） 

１．妊産婦支援及び婦人科外来の招致について。 

 ・診療体制変更に伴う協議と支援は。 

・妊産婦における葉酸摂取の必要性と取り組みは。 

２．ワクチン行政について。 

 ・HPVワクチン接種について。 

３．福祉行政について。 

 ・軟骨伝導イヤホン導入について。 

・電話リレーサービスについて。 

３ 
磯﨑 翔太 

（創政会） 

１．まちづくり施策について 

・自治体規模のダウンサイジングについて 

・住民投票に係る投票資格の範囲について 

・外国人犯罪の抑制及び外国人との相互理解の促進について 

２．環境施策について 

・温室効果ガスの実質的排出ゼロの実現可能性について 

・大規模太陽光発電について 

３．災害対策について 

・避難行動要支援者名簿の作成に係る自治体職員の負担軽減について 

・避難行動要支援者名簿の活用に係る災害種別に応じた運用について 

４ 
高橋 松一 

（令和クラブ） 

１．地域会議について。 

・地域会議の予算について活動に見合うのか。 

２．震災復興後の課題について。 

・震災被災地域の復旧・復興の現在の課題の有無と対策は。 

３．水産振興の現状と喫緊の課題の有無は。 

・海洋の温暖化が主たる要因により、釜石市魚市場への水揚げ減少中だが対策

の有無について。 

・ウニ、アワビなどの養殖事業への市の考え方は。 

４．市役所周辺の山林の活用について。 

・通称・天王山を市有地化し、大規模避難地化、憩いの場等多目的な活用を検

討すべき時では。 

５．市内にある二級河川の活用について。 

・市内の中心部の甲子川、ものすごい土砂の堆積、下流は樹木の乱立、それぞ

れ整備と有効活用するよう、県への働きかけをすべきでは。 

  



令和６年６月定例会 一般質問 
令和６年６月 21日（金） 

 質問者 質 問 項 目 ・ 要 旨 

１ 
三浦 一泰 

（民政クラブ） 

１．教職員の働き方改革について 

・時間外在校時間及び持ち帰り業務時間の労働時間管理状況は 

・「釜石市立学校における教職員働き方改革プラン」を基にした各学校の取組

及び教職員の働き方の改善検証の内容は 

・改善検証を踏まえた今年度の取組内容は 

２．釜石市役所内の働き方改革について 

・労働時間管理状況は 

・令和５年度働き方改革の取組状況と令和６年度の実施計画は 

・「定員管理による適正な人員確保」を踏まえた令和 12 年度の目標値の考え

は 

２ 

菊地 広隆 

（創政会） 

 

１．人口減少問題について 

・市民コミュニティの脆弱化に対する取り組みは。 

・地域内消費額の減少で地元企業の売上げ減少に対しての現状認識は。 

・働き手である生産人口の流出による雇用機会の減少について見解と対策は。 

・社会増減に対して増減理由と増減数の推移についての現状認識は。 

２．子供達の海外派遣事業について 

・子供達を海外に派遣する事業予算を確保するためどのような取組を行って

いるか。 

・キッズラグビー国際交流プログラムの財源は。 

・ふるさと納税制度の活用と、企業スポンサーの募集などの捻出する取り組み

を実施しているか。 

３ 

佐々木 聡 

（令和クラブ） 

 

１．釜石市の行政運営について 

・政治的な中立性とは 

・当局からの適正な補助金交付とは 

２．かまいし男女共同参画推進プランについて 

・男女別自殺者数を踏まえたかまいし男女共同参画推進プランへの当局の見

解は 

・労働基準法における男女の違いに対する当局の見解は 

３．小佐野地区再編計画について 

・旧小佐野中学校跡地の活用策は 

・小川地区の拠点避難所の現状は 

４．教育行政について 

・新聞を教材とする効果と課題は 

  



令和６年６月定例会 一般質問 
令和６年６月 24日（月） 

 質問者 質 問 項 目 ・ 要 旨 

１ 
古川 愛明 

（創政会） 

１．産業振興行政について 

・企業誘致施策について 

・食品衛生法改正に伴う食品製造業等への影響について 

２．保健福祉行政について 

 ・高齢難聴者補聴器購入助成金について 

・未償還の介護施設等整備事業費補助金について 

３．教育行政について 

 ・給食費無償化について 

２ 村田 信之 

１．釜石市と釜石市国際外語大学校との今後の連携について 

・国際外語大学校と釜石市民、地域での学び、高校や中学校、小学校との連携

はどうか 

・国際外語大学校と、釜石市と協定を結んでいる大学との連携はどうか 

・国際外語大学校、運営母体（龍澤学館）、釜石市との連携はどうか 

・国際外語大学校と釜石市内、沿岸地域の企業、事業体との連携はどうか 

・国際外語大学校とオープンフィールド・ミュージアムとの関わりについて 

２．ヤングケアラーへの対応について 

・ヤングケアラーの釜石市としての定義 

・釜石市におけるヤングケアラーの人数 

・釜石市におけるヤングケアラーに対する調査方法 

・釜石市におけるヤングケアラーが生じる原因、背景 

・釜石市における「ヤングケアラー支援関係部署連絡会」の設立経緯、構成、

会議の内容、今後の課題について 

３ 深澤 秋子 

１．物価高騰対策について 

・長引く物価高騰、６月１日号市広報紙によると種々の支援が挙げられている

が、電力・ガスや食料品等６１４品目の値上がりとなっている。支援の拡充

が必要と考えるが見解を問う。 

２．保健福祉行政について 

・高齢単身世帯の見守り支援はどのように行われているか。孤独死はあったか。 

・高齢者の熱中症は、命に直結するがその対策が必要ではないか。 

・障がい児（者）の短期入所やレスパイト入院の状況はどうか。家族への支援

に繋がっているか。 

３．食品衛生法改正について 

・食品衛生法の改正は「道の駅」へどのような影響を及ぼしたか。 

・漬物加工生産者が今後も継続して事業できるような支援が必要ではないか。 

 


